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平成 26 年度予算編成方針の概要 

１ 社会情勢と国県の動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 市の財政状況と直面する行政課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平成26年度施策の基本方針 

（１）社会情勢 2020年夏季五輪東京開催決定による「五輪特需」が日本経済の成長へ期待される中、

消費税増税の最終判断がなされ、これまでの経済政策「アベノミクス」の取組による経

済成長と財政健全化のかじ取りが難しい局面に立っている。 

【景気】・・・ 「景気は、緩やかに回復しつつある」とし、物価は「デフレ状態ではなくなりつつ

ある」としている。先行きは「輸出が持ち直し、各種政策の効果が発現するなかで、

家計所得や投資の増加傾向が続き、景気回復の動きが確かなものとなることが期待さ

れる」一方で「海外景気の下揺れが引き続き、景気を下押しするリスクとなっている」

との認識（９月月例経済報告） 

（２）国の動向 

● 「経済財政運営と改革の基本方針」閣議決定（平成25年 6月 14日） 

    成長戦略による経済再生と財政健全化の両立への取組を明示 

● 平成26年度概算要求：一般会計歳出総額99兆 2,500億円、東日本大震災復興特別会計を含める

と２年連続で100兆円超 

● 消費税増税に伴う税収、社会保障制度改革の動向と５兆円規模の経済対策など今後の動きに注視 

 

（３）県の動向 

● 数次にわたる財政構造改革の取組にもかかわらず、依然として巨額の財源不足が続く。 

● 「平成26年度に向けた施策構築について」・・・「住み心地日本一の滋賀」の実現 

・未来戦略プロジェクトの強力な推進、各施策・事業の点検と部局の「横つなぎ改革」への取組 

・８つの重点テーマを具現化するソフト的事業、平成25年度重点化特別枠の継続事業への予算特別

枠を設ける。 

（１）財政状況（平成 24 年度普通会計決算ベース） 

・財政構造の弾力性を示す経常収支比率は、82.4％（対前年比 0.6ポイント悪化） 

・市債残高（全会計分）は、501億 8,346万円（市民 1人当たり約 124万円） 

・公債費の負担割合を示す実質公債費比率は、10.8％（対前年度比 2.6ポイント改善） 

 

（２）直面する行政課題 

・米原駅東部土地区画整理事業の保留地の計画的な売却（平成29年度まで続く起債償還財源の確保） 

・（仮称）おうみ認定こども園および（仮称）かなん認定こども園をはじめとする教育関連施設整備 

・米原モデル構想に基づく（仮称）医療福祉複合施設整備 

・台風 18号による農業施設災害復旧 

・橋りょう長寿命化計画に基づく橋りょう等の修繕 

・庁舎の在り方を含めた公共施設の再編         など 

● 「平成26年度施策構築に当たっての骨格指針」（平成25年８月７日付け市長通知） 

  「希望都市まいばら」の実現に向けた重点取組事項を総合計画に基づく政策の５本柱の施策に組

み込み、積極的な施策展開 

● 知恵と創意工夫による特に優先すべき施策を「選択と集中」により、スピード感を持って実施 
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４ 予算編成の基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 財政計画を踏まえた計画的な行財政

運営の推進 

■ 実施計画に基づく施策の推進 

■ 「歳入に見合った歳出」の財政規律

の徹底 

■ 成果志向型の施策の構築 

■ 行財政改革の推進 

■ 都市経営マネジメントの推進 

反 映 

■ 持続可能な行財政基盤確立のための原則 

・ 財政調整基金に頼らない予算編成 

・ 実質公債費比率１８％未満の堅持 

・ 特別会計・企業会計の繰出基準の明確化による各事業経営の健全化 

 

● 子どもや高齢者、女性にやさしいまちづくり 

� 子育て支援施策を充実し、県内で一番子育てがしやすいまちをつくります。 

� 高齢者が安心して暮らせる地域づくりの推進と女性の市政参画を支援します。 

● 暮らしに安心、地域が元気なまちづくり 

� 保健、医療、福祉の連携強化を図り、生涯を通じて健康に暮らせるまちをつくり

ます。 

� 一級河川の浚渫や老朽橋の改修など災害に強いまちを整備します。 

� 農林水産業、商工業などを振興し、活力あるまちをつくります。   

● 未来へたしかな歩みをはじめるまちづくり 

� 米原駅東部土地区画整理事業の早期完結と、市内道路や交通結節点を生かした 

まちを整備します。 

� 自然や歴史の観光資源を全国へ情報発信します。 

● 市民の声で市民とともに築くまちづくり 

� 農業者や地域の声を生かした有害鳥獣対策を進めます。 

� 地域の主体的なまちづくり活動を支援します。 

【総合計画に掲げる政策の５本柱】 「いきがい」「安心」「快適」「安全」「活力」 

● 財政計画を踏まえ、中長期的な視点に立った持続可能な行財政基盤の確立を目指した予算編成 

● 市の役割、施策の緊急度、重要度を的確に判断し、「選択と集中」による真に必要な行政サービスの見極め 

● 施策の基本方針に沿い、重点取組事項への重点的に予算配分するメリハリのある予算編成 

● 地域担当職員制度などの活用による現場主義に立った創意工夫による施策展開 

● 事務事業の検証による整理合理化を目指した行財政改革の推進 

● 新たな発想や創意工夫による都市経営マネジメントの推進 

【政策の実現に向けた都市経営の展開】 

○協働のまちづくりの推進…まいばら協働事業提案制度や地域担当職員制度などの全庁的な取組を推進 

○情報の共有…ソーシャルネットワーキングサービス等を活用した機動性を生かしたきめ細かな情報発信 

○行財政改革の推進…公共施設再編計画に基づく施設再編、適正な人事配置管理、行財政マネジメントによる事務事業評価 

施策の基本方針の概念 

重 点 取 組 事 項 

予算編成の概念 

庁内での全事業検証・分析および全事業対象１件審査 
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